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Take-home message

局所制御率だけではなく生存率も改善局所制御率だけではなく生存率も改善

5週間→3週間

超短期乳房部分照射の試み



乳癌放射線治療の意義



乳癌治療の変遷

両側乳がん

右乳房切除術右乳房切除術

左乳房温存術

 本邦の乳がん手術術式の変遷  乳房温存療法における放射線治療併用率

乳房温存術



術後放射線治療の意義

局所制御率だけではなく生存率も改善
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ガ乳癌診療ガイドライン-治療編-

3年ぶりの改訂、かつWEB版公開



乳癌診療ガイドラインの推奨グレード



早期乳癌に対する乳房温存手術後の早期乳癌に対する乳房温存手術後の
放射線療法は勧められるか

日本乳癌学会HPより引用・改変



術後化学療法を施行しない患者では 放射術後化学療法を施行しない患者では，放射
線療法をいつまでに開始するべきか

日本乳癌学会HPより引用・改変



乳房温存療法～放射線治療～

適応と実際



乳房温存療法に乳房温存療法について

【適応】

乳房温存療法＝乳房温存術＋術後放射線療法

ه 患者が乳房温存療法を希望すること。

ه 早期浸潤性乳管癌（StageⅠ・Ⅱ）。

ه 限局した非浸潤性乳管癌。

ه 多発病巣のないもの。

ه 放射線照射が可能なもの。従って、以下のものは原則として除外。

ه a) 重篤な膠原病の合併症を有するもの)
ه b) 妊娠中

ه ｃ） 同側胸部の放射線既往照射のあるもの

ه d) 患者が照射を希望しないもの



乳癌 術後放射線治療①乳癌の術後放射線治療①

顕微鏡的残存腫瘍からの局所再発予防
全乳房 45-50Gy / 1 回 1.8-2.0Gy / 25 分割

Linear accelerator

y / y /
腫瘍床 10Gy / 1 回 2.0Gy / 5 分割 or 9Gy / 1 回 3.0Gy / 3 分割



乳癌 術後放射線治療②乳癌の術後放射線治療②

Targetは全乳房 肺への照射をできるだけ防ぐ

図 接線照射野背側の直線化
（放射線治療計画ガイドライン 2008 より）（放射線治療計画 イ ライン より）



乳房温存療法～放射線治療～

有害事象



術後放射線治療の有害事象術後放射線治療の有害事象

急性障害（主に皮膚）と晩期障害

急性障害 晩期障害急性障害 晩期障害

主に皮膚 乳房の萎縮・硬化

紅斑

落屑

上肢の浮腫

皮膚の変化（発汗低下など）落屑

びらん 放射線肺臓炎

肋骨骨折肋骨骨折

心膜炎（左側乳房のみ）

腕神経叢障害
がん・放射線療法2010（篠原出版社）より引用・改変



放射線肺臓炎放射線肺臓炎
治療後3ヶ月 治療後4ヶ月

ステロイド内服ステロイド内服



放射線治療のトピックス
～これからの放射線治療～



高精細化の試み高精細化の試み

線量分布を均一化させる技術の開発

Toshio O, et al.  IJROBP 2009; 73: 80-87

C ti lConventional 
technique



寡分割化の試み寡分割化の試み

25回（5週間）→15,6回（約3週間）へ



全乳房照射において寡分割照射は勧められるか

日本乳癌学会HPより引用・改変



全乳房照射において寡分割照射は勧められるか

短期照射は通院や治療に要する時間や費用、あるいは治療装
置のマシンタイムについて 患者側・医療側双方に利益がある置のマシンタイムについて、患者側・医療側双方に利益がある。
カナダ・イギリスでランダム化比較試験の結果は治療効果・急性
/晩期障害いずれも両者の間に差はなく、時間的制限のある患

者やマシンタイムの不足している施設ではこのような線量・分割
も選択肢の一つである。

2度の急性皮膚反応は有意に短期法が少なかった。

唐澤 他 臨床放射線 Vol.56 No.8 2011



超短期乳房部分照射超短期乳房部分照射

 APBI を施行する様々な方法が考案されており、限られた症

Accelerated Partial Breast Irradiation
 APBI を施行する様々な方法が考案されており、限られた症

例に絞った臨床試験が行われ、全乳房照射と遜色のない短

期成績が報告されている。しかし、長期的な成績や症例選択

基準などに関しては、まだ判明しておらず、今後の研究報告準 関 、 明 ず、今後 研究報告

に期待されている。

 APBI 施行方法

 組織内照射 バルーン型カテーテル 電子線 ３DCRT 組織内照射、バル ン型カテ テル、電子線、３DCRT



がん医療専門 e ラーニング 乳がん教育資料より



Take-home message

局所制御率だけではなく生存率も改善局所制御率だけではなく生存率も改善

5週間→3週間

超短期乳房部分照射の試み


